
環境活動 SDGs と共に 
グローバルに考え、地元から行動しよう！ 

 
 

私たちの行動が、未来の自然環境につながる 

神奈川の未来都市のために  

■会場：かながわ県民センター  

2階大ホール 

 

■基調講演 12:05～13:15  

SDGSと気候変動問題（地球温暖化）について 

桃井貴子氏 

  

NPO 法人 気候ネットワーク 

東京事務所長  

生態リスク評価・対策研究室長  

■主催：第 25回市民環境活動報告会（NPO法人 神奈川県環境学習リーダー会、NPO法人 かながわ環境カウンセラー協議会、 

かながわ地球環境保全推進会議）、 後援：神奈川県  ■会場：地図参照：横浜市神奈川区鶴屋町 2-24-2、JR横浜駅西口徒歩 5分 

■お問合せ：第 25回市民環境活動報告会・実行委員会 委員長 田口繁雄 Tel:045-939-5503 Email:shigeo.tt.taguchi＠gmail.com 

■環境活動発表  13:15～16:45  

⦿河川の生物試料解析および化学分析を通じた環境意識向上へ向けた取り組み 
～小中高生を対象とした河川の環境調査を通じて～ 

◆神奈川工科大学 教授 高村岳樹 

⦿グローバルな環境意識の共有の場；エコイングリッシュカフェ 
～色々な環境問題を色々な国の人と語り合うカフェの概要～ 

◆NPO法人横浜 LCA環境教育研究会 理事長 平山世志衣 

⦿SDGSを題材にした中国語学習教材の開発と教育効果 
   ～大学での PBL 科目を中心に～ 

◆関東学院大学 人間共生学部 教授 山田留里子、講師 佐野予理子、ゼミ生 渡邊智子  

■ポスターセッション 14:30～15:00   

    ◆相模原市自然環境観察員制度 ◆平岡学院 平岡幼稚園 

◆はまぎんこども宇宙科学館 ◆神奈川県環境学習リーダー会 
◆かながわアジェンダ推進センター ◆かながわ環境カウンセラー協議会 

⦿江ノ島における環境保全活動  
   ～水産多面的機能発揮対策事業を活用している活動紹介～ 

 ◆江の島・フィッシャーマンズ・プロジェクト 副代表 山下由香里 

⦿市民とともに楽しむ自然体験活動  ～親子で楽しむ畑での作物作り～ 

◆畑っこ・新羽の会 会長 眞砂文夫 

⦿街中に雑木林を復元  ～多様な生物が共生する美しい雑木林作り～ 

◆港北ニュータウン緑の会 永田和宏 

⦿粗大ゴミの森を市民が憩える森に再生する事業 

   ◆鴨居原市民の森愛護会 名誉会長 阿部昭雄 

第 25回 市民環境活動報告会 

 

参加無料 

講演要旨集を進呈 

2019 年 

3 2 
開演 12:00 
開場 11:30 

終了予定 16:45 

 

日(土) 月 



 

 

 

■NPO 法人 かながわ環境カウンセラー協議会（略称：KECA） 

「21 世紀は、社会のすべての構成員が、環境保全に積極的に参加し、自然と人間がみごとに共生する“環境の世紀”」

とするため、国民生活、産業活動、さらに国際社会を見直し、中立かつ公正な立場を保持しつつ、市民、企業およ

び行政とのパートナーシップの形成に努め、環境保全活動及び経済活動の活性化を図る活動を推進することを定款

の目的に掲げて活動しています。                        URL  https:// keca-kanagawa.jimdo.com/ 

 

■NPO 法人 神奈川県環境学習リーダー会 

地球温暖化の抑制や生物多様性の維持を目指して、持続可能な社会形成に必要不可欠な自然環境と共生する社会

の実現に取り組んでおります。行政、学校、地域団体などの環境学習の企画・推進を実施しており、市民環境活動

報告会、環境イベントの企画・運営、子ども環境体験教室、環境出前事業、講演・講座への講師派遣を実施してい

ます。                                 URL  http://kankyo-leader.org/ 

第 25回 市民環境活動報告会 実行委員会 

■かながわ地球環境保全推進会議 

  地球サミットにおける「アジェンダ 21」の採択を受け、わが国で初めて採択されたローカルアジェンダ「アジェ

ンダ 21かながわ」の推進母体として、1993年１月に設置されました。2015年 7月に改訂新アジェンダ 21かながわ

「私たちの環境行動宣言かながわエコ 10トライ」を採択し、「マイエコ 10宣言」の普及を図っています。 

URL  http://www.pref.kanagawa.jp/docs/ap4/cnt/f160477/p20154.html  

 

この市民環境活動報告会は「よこはま夢ファンド」の助成金を活用しています。 

■市民環境活動報告会の概要 

市民環境活動報告会は、環境保全活動を自発的に実施している方々が、その活動成果を発表するステージと

して開催しています。活躍情報を広く発信されることにより市民環境活動のフィールド拡大が目的です。 

主な変遷は、第 1回の開催が「市民環境学会」の名称で 1995 年（平成 7 年）に、神奈川県環境科学セン

ター主催により同科学センターで開催されて 85名が出席、パネルディスカッションも行われました。この時

期は地球温暖化が議論されアジェンダ 21 採択など環境意識が高揚した時期でした。第 6 回には国会議員 2

名を含む 109名の出席がありました。2001 年の第 7回から名称を現在の「市民環境活動報告会」に改名さ

れました。第 11 回からは「同科学センターと神奈川県環境学習リーダー会」が協同開催しました。2010年

の第 16回からは現在の 3 団体、神奈川県環境学習リーダー会、かながわ環境カウンセラー協議会、かながわ

地球環境保全推進会議が協同で主催し、同科学センターがアドバイザーとして開催しております。  

（神奈川県環境学習リーダー会「会報」より） 

 

■基調講演 講師紹介   桃井貴子氏（ももい・たかこ） 

NPO法人 気候ネットワーク 東京事務所長 

テーマ：温暖化対策全般、エネルギー政策 

フロン問題に関する環境 NGO のスタッフ在職中、“市民立法”として「フロン回収・破壊法」の制定に尽

力する。その後、衆議院議員秘書、全国地球温 暖化防止活動推進センター職員を経て、2008 年より気

候ネットワークスタッフ。「気候保護法（仮称）」制定に向けた MAKE the RULE キャンペーンなど、

地域のネットワークを活かした活動を展開。2011 年 3 月の福島原発事故後は、e シフト（脱原発・新し

いエネルギー政策を実現 する会）の幹事として運営に携わりながら、原発もない、温暖化もない未来を

めざす。温暖化問題やフロン問題について講演活動多数。“難しいことをわかりやすく”がモットー。 

                                   URL  https://www.kikonet.org 

 

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/ap4/cnt/f160477/p20154.html/
https://www.kikonet.org/

